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各ブロック
  一括審議　

可決

事務局  一括
審議　可決

各部  審議　
賛成多数で

可決

⇨学校行事の復活、美術活動の促進。高校展の分散開催もあと１年、踏ん張りましょう。
　コロナも含め窮屈な数年だったが今後は伸び伸びと活動できれば。R８全国大会がある。
　全国の地方の文化を取り入れた美術活動は参考になる。大阪大会も意義あるものにしたい。

⇨基本的には年度末総会と同じ。開催場所を追記など。

⇨Cブロック展、会場の都合で調整中。

⇨11 月の実技講習会は場所未定。
資料訂正：Dブロック展は芸文祭の後の会期。

⇨ブロック展の会場は無料であるが、抽選。追って報告。

⇨後半の日程未定。

⇨浜寺公園スケッチ会を予定。ブロック展は例年の入場者数を見て
　土日のみの開催に変更。

⇨４月のブロック会議は参加者少なく未開催。

⇨資料通り。

⇨資料ご確認ください。

⇨年度末総会の日程が決定。３/７( 金 ) 大阪スカイキャンパス

⇨連絡のほうで。

⇨高校展、運送費上がっている。資料参照。
⇨資料参照。

⇨誤植が２箇所。
　　会計副部長：相澤 真央 先生（港南造形）
　　研修部副部長：百合野 美沙子 先生（桜和）
　　　　　　　　　

⇨メンバー表は無所属表が正しい。思考研究会は研修部と相談。

⇨資料を参照。

⇨メンバー入れ替わりなし。

⇨名簿の部分は完了。
　広告協賛の原稿収集に時間を要する。
　夏～夏明けには送付予定。

⇨４月末のスケッチ会は国立民俗学博物館。生徒・教員で 60 名の参加。

⇨副部長、募集中。近々、書類セットを配布。

⇨会期の終わりが１月 26 日 ( 日 ) に決まった。
　近総文、全総文の代表選考は資料通り。

⇨今年のメインは「木工」の研修。入門と応用。
　その他、資料参考。

⇨制作を始める生徒に読んで欲しい。違反作品を減らす目的。
　公序良俗を分かりやすくまとめた。顧問も生徒も改めて表現
　について考えるきっかけにして欲しい。

賛成多数　
可決

新規採用者ご紹介（令和４年～６年採用）本年度の採用は４名



⇨バスケット高体連から依頼。今年度３回目。

⇨美工研から審査員を打診し、図書館協議会から
　依頼状を発行していただく。

⇨各部長、事務局は出席お願いします。

⇨ホストは京都。他府県は大阪に来たい者も多い。
　是非ご参加を。

⇨上記研修と日程が重なる。定員がある。抽選で 30 名。

⇨港南造形で開催。チラシ参照。6/15( 土 )。
　昨年からライセンスアカデミーに委託。

その他：研究会費の個人負担についてご意見
　　　　かつては会費は学校負担であった。橋下知事の時代に、教科の研究は
　　　　個人の研鑽であることを理由に個人負担となった。あくまで任意の加入
　　　　ではあるが、研究・研修を多く取り入れ、皆さんの日頃の教育活動に役立てたい。

理事長より
　・港南卒の塩田ちはるさん、
　　” 作品の中に入れる” 生徒募集（7/31 まで）
　・OpstWork 教員展、7/31~8/31
　　（事務局まで、資料あり）
　・全国大会大阪大会の会場は大阪成蹊。
　　前回の大阪大会 (20 年程前 ) は有料。
　　負担のない参加を目指す。テーマ検討中。

⇨美術館研修：7/23( 火 ) 国立国際美術館の主任研究員が講話。
　高等学校美術工芸研修：12/17( 火 ) 木工、港南の高橋孝壽先生。
　　　　　　　　　　　　　（申し込みはプラント、管理職まで）

⇨吹田東の例：直島のベネッセアートプログラム対話型鑑賞への参加。
　　　　　　　宿が取れず日帰りに。現地で対話型鑑賞を行う。
　　　　　　　交通費、宿泊代、美術館料などDXの予算で支出可。食事代は不可。
　　　　　　　（ベネッセアートプログラムについては昨年の年度当初総会議事録を参照）

⇨北海道の研究会が消滅→東京の本部大会に変更。
　１日開催でサクサクと。


